
ＰＯＩＮＴ１  

○ 作業しにくい工程について話し合いました。 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ２ 

○ 作業しにくい環境について話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ３ 

○ 実際の使い方を想定して、製品を開発しました。 

 

繰り返し取り組んでいますが、何

度やっても同じ工程で失敗してし

まいます。自分ではどの工程を直せ

ばいいのか分からないです。 

     

＜陶芸＞ 
 

 

 

改善事例２ 

 

 

 

達成感につながる振り返りの工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○ 等間隔になるためのガイドを使ってみて、Ｂさんがどちらの方がやりやすいか決めま

しょう。 

○ 生徒同士で「どうすれば作業をしやすくなるか」を話し合う機会を設けるのも一つの

方法だと思います。 

○ 使う人の立場に立って、「何をどう作るか」を、生徒自身が考えることも大切です。生

徒が考えることを教員が事前に整理して臨むとよいでしょう。 

※教員の関わり方 

■ 「使う人のために」を生徒が意識できるように、指示を明確にしましょう。 

■ 作業学習の時間の中で、できるだけ多くの成功体験が出来るように工夫しましょう。 

 

 

○ 難しいと思っていた工程が自分で出来るようになり、意欲的に作業に取り

組めるようになりました。 

○ 補助具の使い方などについて、生徒本人の意見を取り入れることで、更に

自分で工夫をするようになりました。 

○ 「うまくできた」という成功体験を重ねることで自信がつき、活発な意見

交換が出来るようになりました。 

■ この工程では、型抜きした粘土に「どべ」を塗り、等間隔の隙間を空けな

がら確実に接着することが必要になります。上から見て、隙間を確認しなが

ら行うように指示していますが、曲がってしまいやりにくいようです。 

■ 製品の仕様について、生徒の意見を尊重しましたが、実際に使ってみた保

護者からは「使いにくい」という意見をもらいました。生徒が達成感を得ら

れるようにするにはどのようにすればよいでしょうか。 

１ 授業改善の視点 

２ 専門家からのアドバイスと改善の方策 
難しい工程でしたが、ガイドを使うことで確実に出来るようになり、自分で

出来る自信がつきました。 

自分たちが作った製品を、たくさんの人に使ってもらえるとうれしいです。 

 

３ 改善のポイント 

机上の道具の置き方について話し合いをしまし

た。利き手によって道具の置き方を工夫することに

より作業がやりやすくなることが分かりました。 

 

実際に使い方を試してみることで、修正箇所が

明確に分かりました。製品の配布に向けて、製品

の使い方についての掲示を作りました。 

４ 授業者がわかったこと 

等間隔に並べるために、ベニヤ板のガイドを補

助具として使ってみました。作業がやりやすくな

り、一定の品質のものが出来るようになりました。 

 

【Ｂさん】 
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ＰＯＩＮＴ１  

○ カットテーブルの下に差し込めるテーブルを作成し、 

上段と下段を使い分けられるようにしました。 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ２ 

○ 型抜きを利用した部品作りを担当しました。 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ３ 

○ 身体の状況等に応じて、生徒一人一人が得意な作業を 

分担しました。 

 

指先の動きは得意だけど、材料を

持ち上げたり混ぜたりするなど、先

生に手伝ってもらわないと自分で

は出来ないことが多いです。 

     

＜陶芸＞ 
 

 

 

身体の状況に応じた作業環境の工夫 

 

改善事例３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○ 身体の状況や、得意な動きに合わせ、机の高さや肘を置く支点を工夫し、作業がしや

すいようにしましょう。 

○ 姿勢を見直す際には、自立活動部の教員や、理学療法士等の外部の専門家のアドバイ

スを受けましょう。 

○ 生徒一人一人が得意な身体の動き等に合わせ、作業工程を分担しましょう。 

※教員の関わり方 

■ 生徒によっては、「先生と一緒にやる」ことを当たり前に感じている場合があります。

必要な支援を教員に依頼出来るようにしましょう。 

■ 分業をする中で、生徒同士のコミュニケーション場面を設定しましょう。 

 

 

○ 作業台の高さを工夫するなど、生徒が「作業しやすい環境」を整えること

で、生徒が一人で無理なく作業が出来ました。 

○ 生徒一人一人に合わせた環境を整えることで、常に支援をする必要が無く

なり、教員は、生徒一人一人の作業状況を更に把握することが出来るように

なりました。 

 

■ 機能的に腕を上下方向に動かすことが難しいので、作業によっては教員

が補助する場面が非常に多くなってしまいます。 

■ 教員の補助する場面が多いので、「自分でやった」という満足感が得ら

れていないのではないでしょうか。 

■ Ｃさんは姿勢管理への配慮が必要ですが、作業に対する意欲は高いの

で、自分で出来るようにするにはどうしたらよいのでしょうか。 

１ 授業改善の視点 

２ 専門家からのアドバイスと改善の方策 実習先でも、指先の動きを活かした作業的活動を頑張り、お母さんもびっくりし

ていました。必要な支援の依頼を自分で出来るようになり、自信がつきました。 

 

３ 改善のポイント 

腕を大きく動かして作

業をすることがなくなり、

生徒が無理することなく

一人で部品を作れるよう

になりました。 

 

得意なことなので、自信を持って取り組むこと

が出来ました。 

自分の役割を意識して生徒同士で協力する言葉

かけが出てきました。 

 

４ 授業者がわかったこと 

上段に肘を置き、下段に作業するものを置く

ことで、手を上にあげる動作がなくなり、教員

が常に介助をしなくても作業が出来るように

なりました。 

 【Ｃさん】 

型枠を作る担当 
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ＰＯＩＮＴ１  

○ カットテーブルの下に差し込めるテーブルを作成し、 

上段と下段を使い分けられるようにしました。 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ２ 

○ 型抜きを利用した部品作りを担当しました。 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ３ 

○ 身体の状況等に応じて、生徒一人一人が得意な作業を 

分担しました。 

 

指先の動きは得意だけど、材料を

持ち上げたり混ぜたりするなど、先

生に手伝ってもらわないと自分で

は出来ないことが多いです。 

     

＜陶芸＞ 
 

 

 

身体の状況に応じた作業環境の工夫 

 

改善事例３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○ 身体の状況や、得意な動きに合わせ、机の高さや肘を置く支点を工夫し、作業がしや

すいようにしましょう。 

○ 姿勢を見直す際には、自立活動部の教員や、理学療法士等の外部の専門家のアドバイ

スを受けましょう。 

○ 生徒一人一人が得意な身体の動き等に合わせ、作業工程を分担しましょう。 

※教員の関わり方 

■ 生徒によっては、「先生と一緒にやる」ことを当たり前に感じている場合があります。

必要な支援を教員に依頼出来るようにしましょう。 

■ 分業をする中で、生徒同士のコミュニケーション場面を設定しましょう。 

 

 

○ 作業台の高さを工夫するなど、生徒が「作業しやすい環境」を整えること

で、生徒が一人で無理なく作業が出来ました。 

○ 生徒一人一人に合わせた環境を整えることで、常に支援をする必要が無く

なり、教員は、生徒一人一人の作業状況を更に把握することが出来るように

なりました。 

 

■ 機能的に腕を上下方向に動かすことが難しいので、作業によっては教員

が補助する場面が非常に多くなってしまいます。 

■ 教員の補助する場面が多いので、「自分でやった」という満足感が得ら

れていないのではないでしょうか。 

■ Ｃさんは姿勢管理への配慮が必要ですが、作業に対する意欲は高いの

で、自分で出来るようにするにはどうしたらよいのでしょうか。 

１ 授業改善の視点 

２ 専門家からのアドバイスと改善の方策 実習先でも、指先の動きを活かした作業的活動を頑張り、お母さんもびっくりし

ていました。必要な支援の依頼を自分で出来るようになり、自信がつきました。 

 

３ 改善のポイント 

腕を大きく動かして作

業をすることがなくなり、

生徒が無理することなく

一人で部品を作れるよう

になりました。 

 

得意なことなので、自信を持って取り組むこと

が出来ました。 

自分の役割を意識して生徒同士で協力する言葉

かけが出てきました。 

 

４ 授業者がわかったこと 

上段に肘を置き、下段に作業するものを置く

ことで、手を上にあげる動作がなくなり、教員

が常に介助をしなくても作業が出来るように

なりました。 

 【Ｃさん】 

型枠を作る担当 
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ＰＯＩＮＴ１  

○ 生徒が見て分かるようにホワイトボードの掲示を工夫 

しました。 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ２ 

○ 分担した作業工程を安全に一人で行うための補助具を工夫しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ３ 

○ 作業内容を確認できるよう、生徒に合わせて写真や絵 

を利用した個別の手順表を作成しました。 

 

牛乳パックを使った「メッセー

ジカード作り」は、色々な工程が

あるので、次に何をしたらよいの

か分かりません。 

     

＜紙工（中学部）＞ 
 

 

 

手順が分かり一人で作業が出来る工夫 
 

改善事例４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

○ 各工程ともに、「教員と一緒に」行っています。身体の状況等に合わせて役割分担を

するとともに、補助具を工夫しましょう。 

○ 打ち合わせ時間が長く、実際の作業時間が３０分しかとれていません。毎回同じであ

る作業内容はカード等を活用して生徒が自分で見て分かるようにし、作業時間を確保し

ましょう。 

○ 各工程で正しい手順が確立していないので、手順を確立して、「作業手順書」を作り

ましょう。 

※教員の関わり方 

■ 生徒と教員の距離が近く、生徒が「困る」前に支援をしてしまいます。生徒が「依頼」

出来ることも大切な力となります。 

○ 生徒が「できる（こと）」を生かした分担としたことで、生徒一人一人が

役割を意識して集中して取り組めるようになりました。 

○ 生徒一人一人の身体の動きに合わせた工程の見直しと、手順書を作成する

ことで、生徒が教員に頼る場面が減り、自信をもって作業に取り組めるよう

になりました。 

 

■ 全員が同じ経験をして、工程を理解して欲しいと思っていますが、順番

待ちや教員の支援が多くなり、「体験」になってしまいます。 

■ 始業時に、打ち合わせをしていますが、作業が始まると各自に再度説明

をしないといけません。 

■ 常に生徒の手順の確認や補助が必要で、全体の作業状況や生徒がやりに

くさを感じている場面の把握が難しいです。 

 

１ 授業改善の視点 

２ 専門家からのアドバイスと改善の方策 

自分の役割が決まっているので、次に何を行えばよいのかが分かるようにな

りました。担当した作業に責任をもってできるようになりました。 

３ 改善のポイント 

自分で手順や仕上がりの確認をした上で、報告

できるようになりました。 

４ 授業者がわかったこと 

作業工程や分担を説明する時間が必要なくな

り、作業時間を４０分としました。 

【Ｄさん】 

事前に計量してあ

る材料をミキサーに

入れます。 

タイマーを使って

「終わり」を判断でき

るようにしました。 

まひがある右手で

紙を支えていると危

ないので、自在クリ

ップを使用しまし

た。身体の正面で作

業ができました。 

 
作業学習の内容について口頭で説明 教員が常に横にいて指示 
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ＰＯＩＮＴ１  

○ 生徒が見て分かるようにホワイトボードの掲示を工夫 

しました。 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ２ 

○ 分担した作業工程を安全に一人で行うための補助具を工夫しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ３ 

○ 作業内容を確認できるよう、生徒に合わせて写真や絵 

を利用した個別の手順表を作成しました。 

 

牛乳パックを使った「メッセー

ジカード作り」は、色々な工程が

あるので、次に何をしたらよいの

か分かりません。 

     

＜紙工（中学部）＞ 
 

 

 

手順が分かり一人で作業が出来る工夫 
 

改善事例４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

○ 各工程ともに、「教員と一緒に」行っています。身体の状況等に合わせて役割分担を

するとともに、補助具を工夫しましょう。 

○ 打ち合わせ時間が長く、実際の作業時間が３０分しかとれていません。毎回同じであ

る作業内容はカード等を活用して生徒が自分で見て分かるようにし、作業時間を確保し

ましょう。 

○ 各工程で正しい手順が確立していないので、手順を確立して、「作業手順書」を作り

ましょう。 

※教員の関わり方 

■ 生徒と教員の距離が近く、生徒が「困る」前に支援をしてしまいます。生徒が「依頼」

出来ることも大切な力となります。 

○ 生徒が「できる（こと）」を生かした分担としたことで、生徒一人一人が

役割を意識して集中して取り組めるようになりました。 

○ 生徒一人一人の身体の動きに合わせた工程の見直しと、手順書を作成する

ことで、生徒が教員に頼る場面が減り、自信をもって作業に取り組めるよう

になりました。 

 

■ 全員が同じ経験をして、工程を理解して欲しいと思っていますが、順番

待ちや教員の支援が多くなり、「体験」になってしまいます。 

■ 始業時に、打ち合わせをしていますが、作業が始まると各自に再度説明

をしないといけません。 

■ 常に生徒の手順の確認や補助が必要で、全体の作業状況や生徒がやりに

くさを感じている場面の把握が難しいです。 

 

１ 授業改善の視点 

２ 専門家からのアドバイスと改善の方策 

自分の役割が決まっているので、次に何を行えばよいのかが分かるようにな

りました。担当した作業に責任をもってできるようになりました。 

３ 改善のポイント 

自分で手順や仕上がりの確認をした上で、報告

できるようになりました。 

４ 授業者がわかったこと 

作業工程や分担を説明する時間が必要なくな

り、作業時間を４０分としました。 

【Ｄさん】 

事前に計量してあ

る材料をミキサーに

入れます。 

タイマーを使って

「終わり」を判断でき

るようにしました。 

まひがある右手で

紙を支えていると危

ないので、自在クリ

ップを使用しまし

た。身体の正面で作

業ができました。 

 
作業学習の内容について口頭で説明 教員が常に横にいて指示 
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ＰＯＩＮＴ１ 

○ 名刺作りだけでなく３班に分け、各班ごとに使用教室を分けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ２  

○ 作業内容を見直し、授業担当教員の役割を明確にしました 

 

 

 

 

 

     

＜事務＞ 
 

 

 

生徒の活動が充実するための工程の工夫 

 

改善事例５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○ 入力方法や注文票の管理方法の工夫を行い、文字入力の練習は他教科（情報等）で行うよ

うにしましょう。 

○ 生徒の動線を確保するように教室環境を見直し、リーダーの教員がすべてに対応するので

はなく、全体の指示が出せるようにしましょう。 

○ 作業分担を見直し、生徒一人一人に十分な作業量を準備するとともに、分担（役割）ごと

の場所を分けましょう。 

※教員の関わり方 

■ 生徒は質問などの全てをリーダーの教員に頼っているので、他の教員の役割を明確にしま

しょう。 

■ 他の教員は生徒の作業の補助（支援）だけでなく、適切な指示が出せるようにしましょう。 

○ 一人一人の活動量が増え、納期や作業目標があることで、友達同士で会話

をしながらデザインをしていた生徒が集中して作業に取り組むようになり

ました。 

○ リーダー以外の教員が各班への指示を適切に行うことで、リーダーの教員

は作業全体の進行管理が出来るようになり、作業が滞ることがなくなりまし

た。 

■ 名刺作りを分担で行っていますが、名刺のデザインやポスター作りを

分担する生徒が多く、納期や仕事への意識がもちにくいようです。 

■ 生徒の動けるスペースがないので、プリントアウトした印刷物を取り

に行くことができません。 

■ 注文に応じて文字を入力する際、難しい漢字があったりして時間がか

かってしまいます。 

１ 授業改善の視点 

２ 専門家からのアドバイスと改善の方策 

担当の役割がわかったので、納期を意識しながら作業に取り組んでいます。

車椅子で教室内の移動が出来るようになったので、一人で出来ることが増え

ました。 

３ 改善のポイント 

４ 授業者がわかったこと 

各班担当の教員

が責任者となるこ

とで、生徒一人一人

の作業状況を適切

に把握できるよう

になりました。 

【Ｅさん】 

＜リサイクル班＞ 

 裏紙のリサイクルを行

い、生徒の得意なことを

生かしてて押印や用紙の

分別をしました。 

＜事務班＞ 

 経営企画室と連携し

て、挨拶、受注を行い、

分担や手順は生徒同士で

決めるようにしました。 

＜名刺班＞ 

 情報をデータベース化し

て文字入力の時間を短縮し、

印刷、裁断の工程を一人で行

えるようにしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

デザイン作り 

名刺シートの切り離し作業 

生 徒 教職員 

ＭＴ 

プリンター 

現状の教室内配置 

打ち合わせでは、リーダーの

教員がすべての作業分担につい

て説明しています。 
ＭＴ：リーダーの教員  ＳＴ：リーダー以外の教員 

MT

A

ST ST ST

ST ST

MT

ST
B C D E F

A B C D E F
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